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東日本大震災から９年 

３月１１日を迎えます。 

 ３月１１日、東日本大震災から丸９年が経ちます。死者１５，

８９９人、行方不明者２，５２９人、負傷者６，１５７人（２０

１９年１２月１０日時点）という甚大な被害をもたらしている大

震災は今現在も収束していません。マグニチュード９．０の巨大

地震と巨大津波、そして東京電力福島第一原子力発電所事故によ

る甚大な被害は、「自然災害」と「人間の作り出した原発による人

災」と言えます。そして「自然災害」は苦しみを乗り越えながら

も少しずつ復興していますが、「原発事故」は収束できず、復興で

きる状況にありません。常磐線試運転列車車両の付着チリから放

射能濃度が通常車両より２３倍も高かったことが報道されてい

ます。「常磐線の全線開通」も「復興五輪」という安倍政権の意に

沿う形で進められ、被災者の想いに一致していません。 

 被災地で苦しんでいる被災者、復興を目指して働いている労働

者は本当の復興を目指しています。私たちも現実を掴み、本当の

復興を目指す皆さんと共に３月１１日をむかえ、共に歩んでいき

ましょう。 

復興とは何か。被災地の現実を忘れず、被災者の立場に

立ち、共に歩んでいきましょう。 


